青明舎　フェイスシート

　平成22年4月19日　　担当：福士　一

	利用者
	氏　名　　助川　隼人　様　　　　　男・女　　　　昭和51年　8月　5日生（32歳）

	
	住　所　〒031-0802　八戸市小中野5丁目13-2　パンションリヴィエラ5G

電　話　0178-22-5223　　携帯　080-6041-3266

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	平成11年頃　（22歳頃）
	罹 患 期 間
	約10年

	
	入院回数
	なし
	延べ入院年数
	なし

	医療機関
	みちのく記念病院
	外来受診日
	土曜日（毎週）

	医療区分
	生活保護
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	精神（2級）

	経済状況
	年金
	なし

	
	生活保護
	月額　約9万円

	
	その他
	

	障害程度区分
	

	日中活動の場
	水産科学館　マリエント

就労移行支援事業所　うみねこ幸房

	住まいの場
	パンションリヴィエラ

	利用年月日
	Ｈ20年5月19日
	身長
	167㎝
	体重
	60㎏

	最終学歴
	盛岡工業高校電気科（定時制）　卒業
	免許・資格
	普通自動車運転免許

	職　歴
	期　間
	場所・仕事内容
	退職理由・その他

	
	1ヶ月
	ホテル東日本（盛岡）
	仕事が合わない

	
	1ヶ月
	トラック運転手（八戸市）
	会社の物を壊し辞めさせられた

	
	1ヶ月
	土木業
	不明

	
	1ヶ月
	土木業（神奈川県）
	→両親と共に勤める

	
	1ヶ月
	日産自動車工場
	仕事内容がきつかった

	
	1ヶ月
	熊さんラーメン工場（八戸市）
	→期間工

	
	5ヶ月
	ユニバース
	不明

	
	3ヶ月
	自動車ガラス工場（愛知県）
	→期間工

	
	3ヶ月
	富士重工業（群馬県）
	→期間工

	
	1ヶ月
	八戸物流サービス（八戸市）
	→期間工

	
	3ヶ月
	スズキ自動車（静岡県）
	→期間工

	
	6ヶ月
	トヨタ自動車（静岡県）
	→期間工

	
	6ヶ月（H15.11）
	ＢＳネットワーク（人材派遣）

→トヨタ自動車
	→期間工

	
	6ヶ月（H16.11）
	株式会社　大豊（人材派遣）
	詳細不明

	
	1年（H17.11）
	富士重工業（埼玉県）
	→期間工を終え実家へ戻る

	
	6ヶ月（H19.3）
	富士重工業（埼玉県）
	→期間工

	
	H21.5
	就労移行支援事業所うみねこ幸房
	

	
	H21.9
	マリエント実習
	うみねこ幸房から週２日実習を開始

	
	H22.1
	マリエント訓練
	社会適応訓練開始（うみねこ幸房と併用）

	保　護　者
	氏　名　　種田　鶴子　　様　　　　　　　続柄　　姉　　（同居　・否）

	利用目的

・仕事に就き、安定した収入を得たい。

	入院・治療歴
①平成11年頃（通院１回で中断）　　みかわ神経内科　　　　　　通院　　うつ病

②平成20年4月　　　　　　　　　　みちのく記念病院　　　　　通院　　統合失調症

	生活歴

同胞4名の末子として出生。小学校時代は明るい性格で友人も多かったが、中学にあがる頃から人見知りが激しく大人しい性格となり友人との交流も少なくなった。八戸光星学院高校普通科へ進学するも、いじめをきっかけに登校拒否となり中退。その後は母と二人で盛岡へ転居、盛岡工業高校定時制電気科に入学し卒業する。卒業後は料理店へ就職し、調理場の皿洗いを行っていたが合わないという理由で辞める。その後も様々な職業に就くが長続きせず、出稼ぎしては帰郷を繰り返していた。平成19年10月に帰郷してからは仕事に就かず、長姉が管理する父母の年金を生活費とし、足りない分はこれまでの貯金をくずし生活にあて暮らしていた。精神科通院歴は22歳時に無為・自閉・希死念慮出現し、三姉から病院受診勧められみかわ神経内科受診。うつ病と診断されるも、自己判断で１度通院したきり中断している。31歳時に空笑あり、長姉に精神科受診を再度勧められみちのく記念病院受診し統合失調症の診断を受ける。生活保護受給のための世帯分離を行い、H20.9母が青南病院退院し南郷の高齢者住宅に入居、父が入替り青南病院入院となったため、H20.10より南郷自宅を出てパンションリヴィエラでの単身生活を開始。現在、父は、特別養護老人ホームやくら荘へ入所中。H21.5より就労移行支援事業所うみねこ幸房を経て、H22.1より水産科学館マリエントにて社会適応訓練を実施している。

	[image: image1.bmp]家族構成
	家族状況

【父】特別養護老人ホーム　やくら荘

【母】南郷高齢者住宅　りらの家

【長姉】千葉県在住。

【二姉】八戸市内在住。

【三姉】八戸市内在住。


	氏　名
	助川　隼人　様
	男・女
	生年月日
	　昭和51年8月5日（32歳）

	長期目標（中期・短期）

	（長　期）安定した生活を送りながら、就労継続しながら賃金を得る事が出来る。

（短　期）安定した就労訓練を行う。


	これまでの経過（前回評価日　22年3月15日）

	【前回の問題点】

H22．3．1にマリエント担当者より、最近の訓練状況について連絡あり。最近、また作業を選り好んでやったり指示した作業について「長靴準備していないので、できません」など断ったり、勝手に休憩に入るなどの行動があるとの事。また、直接本人が事業所へ訓練時間の延長や日数の拡大についてお願いをしているとの事。

H22．3．5に作業同行を行い、本人へ社会人としてのあり方など、実習と違う事などを説明し、事業所から言われたら、休憩に入るなど、基本的に休憩時間はない事を伝えている。また、作業についても必要な物品は、事業所に置いてもらうよう伝え、その旨を事業所側にも伝えている。

事業所側でも、助川様に対しての作業指示の統一性がないことから、本人の混乱が見られるため、休憩の件も含めて説明を行っている。

訓練時間の延長や日数の拡大について、本人へ確認すると、一般就労へ焦っている訳でもなく、金銭的に困っている訳でもないが、以前、保健所からの説明では、少しずつ時間を延ばすと、聞いたからとの事であった。

【経過】

担当者より追加となりうる清掃内容や現在行っている作業においての注意事項を再確認し、職務確認表を作成。作業評価の際に使用し、評価内容の明確化を行った。以後、自己判断で休憩に入る事はなくなり、一つ一つの作業確認、報告は出来ているとの事である。

【最近の状況】

H22.4.15に自己評価と事業所評価をもとに擦り合せを行い、目標の達成度の割合と時間延長、日数拡大について検討会を実施。現在の月・水・金の週3日からH22.4.22より木曜日を追加し、週4日に拡大予定としている。

次のステップアップとしての目標設定をたてる際、事業所が求める作業（能力）が、簡単な清掃のみのイメージしか出来ていない様子であり、また、新入社員が入ったことやハローワークでの新卒者対象の実習協力の提供施設となった事で雇用を目標としての訓練であることが薄れ、本人の目標との温度差がある。社会適応訓練の概要をもとに雇用へつなげる為の目標、擦り合せの意味を事業所側へ説明している。
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※日曜日のデイ利用は、その日の調子をみて判断するとの事であるが、あまり利用はしないとの事。




	支援内容
	介入方法
	支援期間

	就労支援（継続）
	・毎月第1月曜日に定期訪問を行い、訓練状況を確認。

・作業において、事業所ならびに本人より不安な面などが挙げられた際は、その都度作業の同行支援を行い、本人または事業所へ作業の仕方などのアドバイスを行う。

・精神症状が見られる時は状況確認を速やかに行い、主治医へ報告する。その際は関係機関へも情報提供を行う。（みちのく記念病院・八戸保健所・パンションリヴィエラ・うみねこ幸房）

・毎月、自己評価と事業所評価をして頂き、照り合わせと振返りを行う（評価表は社会適応訓練の評価表の抜粋）


	3ヶ月

	訓練日数を増やす事による障害、課題となりうるものを予測し、対処、支援を検討。
	・体力的な面で不安がある際は、日数の再調整を行うとともに日中活動に運動などの活動を組み込むようアドバイスをする。

・収入が増えることでの金銭使途を確認。必要時は、アドバイスを行う。

・一週間の活動をスケジュールにおこし、日課の整理とサイクルの安定を図る。

・症状の出現（ストレス）などに関しては、引き続きうみねこ幸房での観察や評価で情報提供をしていただき、早期に対応をしていく。

・事業所と6ヶ月スパンでの目標達成の擦り合せを行い、雇用（パート）への目標を図る。
	





八戸市在住








八戸市在住








千葉県木更津市在住





本人


























